
 
 
           学習指導案 
 

月日 6 月30日 ( 金 )  

時限 3 時限 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総合工学科 １年＊組 1 －＊教室 指  導  者 永盛 貴也 

単元名 オームの法則 
教  科  書 生産システム技術 

発  行  所 実教出版 ( 工業313) 

単元の目標 
 

・直流回路おける電流 I 【 A 】，電圧 V 【 V 】，負荷 ( 抵抗・電球など)R【Ω】の
関係性を理解する。 

・電池内の内部抵抗ｒ【Ω】の概念を理解する。 
・直列回路，並列回路における合成抵抗 R 【Ω】の計算方法 ( 公式 ) を理解する。 

生徒の実態 

・本校は総合工学科であるため，工業全般の総合的な知識や技術を習得する。しか
し，それを学ぶにあたっての基礎的な計算力が不足していることが問題である。
1 年次において，これまで学んだ基礎知識を総復習するとともに，新しく学んだ
内容が今後どのような場面で役に立つのかについて教える必要性がある。 

指導と評価
計画 
 

１関心・意欲・態度：授業に真剣に取り組んでいるか。また，電化製品においても
抵抗の考え方が重要であることに気付き，考えることができ
る。 

２思考力・判断力・表現力：授業で学ぶ内容と，これまでの学習内容を組み合わせ
て問題を解くことができる。 

３技能：正しい公式を用いて，電卓を使用した計算ができる。 
４知識・理解：生産システム技術に関する基礎的な知識や技術を身に付けている。 

本時の目標 
 

本時・・・抵抗の接続と簡単な直流回路の計算(pp.24～ 29)  
目標・・・直列回路，並列回路における合成抵抗 R 【Ω】を求めることができる。 

【技能】【知識・理解】 

準備資料 
教員・・・教科書 ( 生産システム技術 ) ，板書計画ノート，関数電卓，配付プリン
     ト 
生徒・・・教科書 ( 生産システム技術 ) ，ノート，関数電卓 

  学  習  活  動    学 習 形 態 時 間   教 師 の 指 導 ・ 評 価    

 
・教科書p.24を開く。 
 
 
 
・「直列接続の合成抵抗」と書いてあ
るところを読む。 

 
 
・p.26の「直列接続の合成抵抗」の公
式を書く。 

 
・説明を聴く。 
 
・p.25の例題５とp.26の問題９を解く 
 
 
 
・p.27の「並列回路の合成抵抗」と書
いてあるところを読み，直列回路と
の違いを考えて分かったことを挙手
をして発言をする。 

 
・p.28の「並列接続の合成抵抗」の公
式を書く。 

 
・p.28の例題５，p.29の問題11，問題

12を解く。 
 
 
 
 
 
 
 
・配付されたプリントで直列回路・並
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15分 
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15分 
 
 
 
 
 
 
 
 
５分 

 
・教科書p.24を開くように伝え，前
回の復習，今回の内容や本時の目
標を説明する。 

 
・直列接続の合成抵抗の部分を音読
するように，２人の生徒を指名す
る。その後，文章を要約する。 

 
・p.26の公式を書く。公式は，黄色
のチョークで囲み，単位【Ω】ま
で書くようにする。 

・公式の意味を説明する。 
 
・例題３と問題９を図に書き，その
横に指定された負荷の数値を書く
また，途中式も書き，注目させた
い文字や数値は黄色で表現する。 

 
・並列回路の合成抵抗を音読するよ
うに，２人の生徒を指名する。直
列回路と何が違うのかを質問する 

 
・p.28の公式を書く。 
 
 
・関数電卓を使用するので，電卓で
の括弧の使い方を復習する。その
後，p.28の例題５，p.29の問題11
問題12を解く。 

  
◎関数電卓を使用して公式の意味を
正しく理解して解くことができる 

            【技能】 
 
・授業確認プリントを配付する。 
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列回路における合成抵抗の計算をす
る。 

・解説を聴き，答え合わせをする。 
・並列接続の合成抵抗値を求める計算
過程において，電卓を使用する場合
括弧を使用した場合の結果と括弧を
使用しない場合の計算結果の違いに
ついて考え，分かったことをプリン
トに記入する。 

 

 ・授業確認プリントの解答について
説明する。並列の場合の計算にお
いて，和分の積になるとき，電卓
での和の計算には括弧をつけるこ
とを忘れないように説明する。併
せて，括弧をつけないで計算した
場合，どのような間違いなのかを
考えるように伝える。 

◎電卓における計算方法の特徴を理
解した上で，基本的な抵抗の接続
における合成抵抗値を求めること
ができる。 

         【知識・理解】 

 

， 


